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「はじめに言があった。言は神と共にあった。言は神であった。」（ヨハネ１章１節）

「耳を傾けて聞き、わたしのもとに来るがよい。聞き従って、命を得よ」（イザヤ書５５章３節）

先週は、今年の阪神淡路大震災の追悼の集いで語られた言葉を手がかりに、「追

悼」とは先に亡くなった人と自分の命をむすび合わせながら、その人が生きた意味

を考え、自分がいま生きる意味を「考え続けること」ではないかと語らせていただ

きましたが、今週もそのこと考えながら聖書に聴きたいと思います。

東日本大震災の約 1 年後に、重松清が書いた『希望の地図』（幻冬舎文庫）とい

う小説があります。中学受験の失敗のあと学校に行けなくなった光司という少年が

父の知り合いのルポライター田村に連れられて東北の被災地を巡る旅に出るので

す。被災した大地に生きる、さまざまな人々との出会いを通して、少年が自らの生

き方を考えるというノンフィクションノベルです。小説ですから名前は変えてある

のですが、被災地で出会う人びとはいずれも実在の方です。

その「第七章 社長たちの奮闘」で、大船渡で印刷会社を営む熊谷さんとの対話

の場面があります。カトリックのクリスチャンで、山浦玄嗣さんの『ケセン語訳 新

約聖書』を出版した方で、この熊谷さんにライターの田村がこう尋ねるのです。

「これだけの圧倒的な、そして理不尽とさえ言える災害の中、「神」に救いを求めることはあ

りませんでしたか？」

熊谷さんは少し考えてから、「救いは求めませんでしたが、ずっと祈っていました」と言った。

なにかの願いを叶えるための祈りではない。それはむしろ問いかけに近いものだった。「神さ

まは何を考えているのだろう。生き残った私はなぜ生き残って、なにをすべきなんだろう…。

それは震災のあとずっと、いまでも祈り続けています。」

そして、熊谷さんは一つの言葉を田村と光司に教えてくれた。

「ダーバール」というヘブライ語である。

「この言葉には『出来事』と『神の言葉』という二つの意味があるんです。つまり、出来事と

は神の言葉と同じなんです。だから、震災という出来事も神の言葉であるならば、それはどう

いうものだろう、と。」

もちろん答えはすぐには見つからない。それでも、熊谷さんの胸に不安はない。

「神さまは自分に必ず道を示してくださるに違いない。そういう安心感、信頼感が自分の中

にあるんです。それが私にとっての信仰と言えば信仰なんですね。」

この熊谷さんの言葉から教えられるのは、「祈り」とは、神さまに何かの願いを

する祈りもあるけれど、もっと大切なものとして、「祈り」とは神さまが自分たち

に語りかけておられる言葉を「尋ね求めること」であり、同時に、自分が生かされ

ている「意味を考え続けていくこと」だということです。その場合に、熊谷さんが



一回二回と神さまに尋ね求めてあきらめてしまうことなく、すぐに答えは見つから

なくても神さまに尋ね求め続ける。その「尋ね求め続ける力」のもとになっている

神さまへの信頼感のことを「信仰」と呼んでいる点に心をひきつけられました。

主イエスが私たちに手渡してくださった「信仰」。それは「神さまに尋ね求め続

ける力」です。この荒れ野のような世界において、答えはすぐに見つからない。す

ぐには分からない。けれど、聖書の神さまは「尋ね求め続ける」に足る方、信頼で

きる方。私たちは決して失望に終わらない。だから「神さまに尋ね求め続け」なが

ら、わたしと一緒に神さまの御国を目指して歩んでいこう！…と、主イエスは「神

さまに尋ね求め続ける力」＝「信仰」を与えてくださったのです。

神さまが「尋ね求め続ける」に足る方であり、必ず私たちに応えてくださる信頼

できる方であることを、聖書は「ダーバール」という言葉で証ししています。

「ダーバール」はヘブライ語で「神が語る」という時の「語る」という動詞なの

ですが、人間の言葉とは違い、信頼に足る言葉、語られたことがそのまま出来事に

なる。そういう神の言葉の力、神の真実をあらわす言葉です。人間の場合は、言葉

と行動がなかなか一致しません。「言ってることは素晴らしいけれど、現実の行動

は？」。これが人間です。けれども神の言葉は違う。神の言葉と行動は常に一致し

ている。創世記１章で神が「光あれ」といえば「光がある」、そのまま出来事にな

る。「神は愛なり」という言葉は、そのまま信じるに足る真実なのです。それが神

の「ダーバール」です。ですから神の「ダーバール」には力があり、命があります。

今朝ご一緒に開いたヨハネ福音書 1 章は「言」という漢字一文字で神の「ダーバ

ール」を表現しています。口から出た途端に葉のように散ってしまう人間の「言の

葉」とは違う。はじめに神と共にあり、命であり、人間を照らす光である「言」。

神の恵みと真理そのものの「言」。それが「言が肉体となって」、イエス・キリス

トという方に受肉した。これがヨハネ福音書の信仰告白です。

この「神の言」に耳を傾けて聴くとき、私たちは魂に命を得ます。イザヤ書 55
章が語っている通りです。「なぜ、糧にならぬもののために銀を量って払い／飢えを満た

さぬもののために労するのか。わたしに聞き従えば／良いものを食べることができる。あな

たたちの魂はその豊かさを楽しむであろう」（２節）。「神に造られた人間の心には、神の

言、神の愛でしか埋められない空洞がある」とパスカルは言いましたけれども、神

の恵みと真理の言によってはじめて私たちは自分が存在する意味を知り、生きる喜

びを知るのです。私たちが普段頼りにしがちなお金では、決してその空洞を満たす

ことはできません。私たちが生きている現実は「どうしてなのですか？神さま！」

と問うことしかできない出来事であふれていますが、主イエスが与えてくださる

「信仰」によって神さまにつながり、神さまに尋ね求め続けていきたいのです。主

イエスが、神さまは必ず応えてくださる方だと教えてくださったからです。


